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1.　本研究 は，現 在各種 の生 産部 門におい て活用され

てい るTime Study の研究を 被服工作に適用し，比較

的研究 の遅れてい る和服縫製作業 の合理化 を考究するこ

とを目的 とし た。

2.　資料 は,   1.大裁女物 単衣長 着,   2. 大裁女物袷長

着,  3.大裁女物袷 羽織,  4.名 古屋帯 をとりあげ,N 女 子

大被服科 ４回生を 作業者 とし た。

3.　次 のような成果を報 告する。 まず作業 を10の作業

要素 に分類し おのおのについ て時間および作業の発生度

数をし らべる｡作業時間 につい ては,資料 ４の帯 を１ とし
た場合，袷長着4.3倍， 袷 羽織3.6倍， 単衣長着3.1倍，

作業度数 において も帯 を１とし た時, 袷長 着5.3倍, 袷 羽

織3.8倍， 単衣長 着3.5倍 とな!9, 各被服形 態による作業

の重 さが数量的 に明示 された。 また， 各作業 要素につい

て検討して みると，「縫 う」要素が最大の時間を要し（但

し単衣長着 のみは「 くけ る」が最 大，「縫 う」は２位 ）

次 に「待針 うち」 が多 く時 間を占め全資 料に共 通し た点

であ る。度数 におい ても「縫 う」が最大を示し ，袷形 式

の物 では「待針」 が次に多 くなってい る。 次に部位 別作

業時 間，度数 につい ては，資料1,2,3 の比較によ り

特に袖，裾部 位で単衣，袷の差が大きく，作業 の複雑さ

の違い がはっきり

い ては，資料1,

し てい る。 姿勢別作業時間，度数につ

2,   3 は立姿 勢20% 前後，座姿勢の作

業が多い。資料４の場合は立姿勢が30% となり，資料の

形態による作業の違いが明らかである。


